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第１回麻しん風しん等対策部会における議事結果について

1. 開催日 令和５年６月１日（木） ｗｅｂ開催

2. 議事 （１）部会長の選任について

（２）麻しん（はしか）・風しんの発生状況等について

（３）２０２３年４月 麻しん（はしか）事案について

（４）県内の感染症発生動向について

3. 議事結果 （１）委員の互選により「須磨﨑 亮 委員（茨城県立こども病院名誉院長）」を選出した。

（２）（３）県内の麻しん（はしか）・風しんの発生動向及び４月の事案について、

各委員より今後の施策等について意見を頂戴した。

（４）特に意見なし。

4. 主な意見
• 医療機関における職員の抗体価の確認については、コロナ禍で職員の出入りも多くあり、不十分な点があったと認識しており、今

回の事例を踏まえ適切に対応していく必要が有る。
• ５類に変更になった事で感冒様症状を訴える患者への対応や感染対策を緩めている医療機関がある程度あると思われる事から、初

動時においては、保健所より医療機関に対し、疑っている感染症に対する感染防御の指導などを行っていただけると大変ありがた
い。

• 麻しん事例が確認されるとワクチン接種が急に進むことも想定されるので、県として卸組合等と連携し、在庫状況などを把握し、
医療機関に対し情報提供した方が良いのではないか。

• 海外に行く前の２回接種については、ぜひ啓発を強化した方がいい。
• はしかを見慣れていない先生がほとんどになってきてしまっているので、やはり海外渡航後の発熱・発疹は隔離するということを

徹底する必要が有る。
• 渡航歴の確認については医師会などと連携して必ず受診者に確認する周知を考えて頂きたい。
• 医療機関でも自治体でもなかなか見る機会が減ってきているのが現状で、対応が必ずしもうまくいかない可能性があるので、今回

のいい事例を県内外に周知していただきたい。
• 県内の医療機関に、ワクチンの２回接種または抗体価１６以上を満たしているかどうかといった視点でデータを見直してほしいと

いうことを周知した方がいいのではないか。
• 小児の接種率は、ここ数年ちょっとずつ下がってきている状況にあるので、啓蒙が重要。
• 定期接種制度が２歳になると対象外になってしまうので、２～５歳のキャッチアップを増やしたりだとか、根本的には定期接種の

範囲を広げるなどやって頂きたい。
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